
令和６年度 第４回新発田警察署協議会議事概要

開催日時 令和７年２月７日（金）午後３時30分から午後５時00分まで

開催場所 新発田警察署講堂

月岡会長 林副会長 安達委員

大沼委員 小柳委員 髙橋（京）委員
委 員

高橋（直）委員 田代委員 長谷川委員 計11人
（ ）定数15人

出 席 者 宮崎委員 渡辺委員

（会長・副会長以下50音順）

渡辺署長 川上副署長 岡澤分庁舎所長

計11人警 察 渡邉警務課長 関留置管理課長 髙橋会計課長

村山生活安全課長 平野地域課長 杉本刑事課長

本間交通課長 阿久津警備課長

管内の治安情勢

署長から、令和６年12月末現在の管内の治安情勢について、資料に基づき説明が

あった。

前回の答申事項に対する業務推進状況

生活安全課長、交通課長、警務課長から、前回答申した重点推進項目の取組状況

について下記のとおり説明があった。

１ 犯罪抑止対策の推進

(1) 特殊詐欺被害防止対策の推進

ア 防犯団体や事業者と協働した更なる広報活動の推進

○ スーパーや各種会合等において被害防止広報を実施

○ 広報紙等による特殊詐欺被害防止広報を実施

イ 金融機関、コンビニエンスストアと協力した水際対策の強化

○ 金融機関における窓口対応訓練の実施

ウ 行政機関と連携した防犯機能付き電話機の普及促進

○ 防犯機能付き電話機の当選者に対する防犯広報の実施と活用状況の確認を

実施

(2) 子供・女性にかかる犯罪被害防止対策の推進



ア 通学路、学校における犯罪・前兆事案対策の推進

○ 登下校時間帯におけるパトロール活動を強化

○ 管内の学校における防犯教室、不審者対応訓練を実施

○ 少年警察ボランティアと協働で街頭補導活動を実施

イ 不審者事案の早期解決と迅速な情報提供

○ 行為者の早期特定による先制的予防活動を実施

○ 不審者に関する情報発信の強化

２ 交通事故防止対策の推進

(1) 冬季における交通事故防止対策の推進

ア 冬の全国交通事故防止運動の推進（12/11～12/20）

○ 署長以下での安全運動出発式、街頭指導による広報の実施

○ スーパーやイベント等において交通安全広報を実施

イ 急のつく運転の回避など冬道の安全走行の広報

ウ 飲酒運転の取締り強化と地域と連携した飲酒運転根絶広報

○ 署長以下で飲食店を訪問し飲酒運転防止のチラシやポスター等を配布を実

施

(2) 歩行者事故防止に向けた交通指導取り締まり等の推進

ア 新入学期を直前に控え、通学路や学校周辺道路における取締りの強化

○ 学校周辺における街頭指導の実施

イ こども園等における交通安全教育の推進

ウ 歩行者に対する安全教育の推進

○ 下校途中の児童等に対する道路横断に関する指導の実施

エ「速度等取締り指針」に基づいた交通指導取締りの推進

３ 高齢者の各種被害等防止対策の推進

(1) 高齢者の犯罪被害防止対策の推進

○ 各種会合における防犯広報を実施

○ 寸劇による防犯広報を実施

(2) 高齢者の各種事故防止対策の推進

ア 高齢者を交通事故から守るための対策の推進

○ 各種会合における交通安全広報を実施

イ 認知症高齢者の行方不明事案の発見、各種事故防止対策の推進

○ 高齢者の行方不明者、保護、安否確認事案の発生時の対応

認知症、重度の心疾患その他病気を抱え運転に支障がある高齢者の免許証ウ

自主返納手続きの推進

○ 認知症高齢者やその家族に対する運転免許証自主返納に関する広報の実施

諮問

署長から、当面の重点推進事項について次のとおり諮問があった。

１ 犯罪抑止対策の推進

(1) 特殊詐欺等被害防止対策の推進



ア 防犯団体や事業者と協働した更なる広報活動の推進

イ 金融機関、コンビニエンスストアと協力した水際対策の強化

ウ ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺被害防止対策の推進

(2) 子供・女性にかかる犯罪被害防止対策の推進

ア 通学路、学校における犯罪・前兆事案対策の推進

イ 不審者事案の早期解決と迅速な情報提供

２ 交通事故防止対策の推進

(1) 歩行者事故防止に向けた交通指導取締り等の推進

ア 春の交通事故防止運動の推進

イ 通学路を主眼とした危険箇所の把握、道路標識点検の実施

ウ ドライバーに向けた横断歩行者保護意識醸成のための広報

エ 歩行者に対する安全教育の推進

オ 「速度取締り指針」に基づいた交通指導取締りの推進

(2) 自転車利用者保護対策の推進

ア 自動車安全月間の取り組みの推進

３ 高齢者の各種被害等防止対策の推進

(1) 高齢者の犯罪被害防止対策の推進

(2) 高齢者の各種事故防止対策の推進

答申

、 、 。新発田警察署協議会で協議 検討した結果 諮問のとおり推進するよう答申した

意見・要望・質疑等（○は署長等の説明）

１ 胎内市内に新たにホームセンターが建設予定です。オープンすれば、付近の道

路の混雑が予想されるためパトロールの強化を願いたい。この道路は通学路であ

るが、降雪時は歩道が狭くなるので冬期間は特に注意していただきたい。

現在ホームセンターが建設中であることは、把握していますし、オープン後は

混雑が予想されますので、付近道路のパトロールを強化する予定です。

降雪時は、道路管理者である胎内市と連携を図り、対応していく予定です。

２ 高齢者の安否確認事案発生時の対応、特に民間に協力を得られるための活動は

どのようにしているのかうかがいたい。

従来はファックスを使用して業者等に対する手配を行っていましたが、現在は

メール配信等を活用して、可能な限り多くの方に手配をして早期発見を図ってお

ります。

３ 歩行者事故が増加していると聞いたが傾向等について詳しくうかがいたい。

夕方から夜間にかけて多く発生しています。

また高齢者の割合も多いです。

管内では、横断歩道をきちんと渡っているにもかかわらず、車にはねられる事



故も発生していますので、今後も引き続き歩行者事故防止の対策を行ってまいり

ます。

速度取締り指針の策定

交通課長から、交通事故発生実態に合わせた速度等取締りを実施する旨の説明が

あり、了承した。

その他

協議会終了後、委員11名と事務局（警務課員２名）で、令和７年度の新発田警察

署協議会の体制（副会長の増員案等）に関する意見交換を実施した。

署長あいさつ 会長あいさつ

協議会議事の状況


